
第 20 回宮崎海岸市民談義所 突堤現地見学会 配布資料 
 

◎プログラム 

（1）日 時：平成 25 年 2 月 9 日（土）13:00～15:00 
（2）場 所：突堤建設箇所（一ツ葉有料道路シーガイアインターチェンジ前面海岸）  
（3）内 容：景観に配慮した突堤の “かたち ”について、3 種類の縮尺の模型を使ってお話します  

☆現地で確認して欲しいこと☆ 

・突堤の表面を覆うブロックの形状を検討するため、縮尺 1/200 模型（将来の回復した砂浜が表現できる範囲）、縮尺 1/50 模型

（概ね今年度施工した範囲）、そして縮尺 1/1 模型（今年度施工した実物）を作製（建設）しました。 

・今回の談義所では、現地見学会で縮尺 1/1 模型を確認した上で、 室内で縮尺 1/200 模型、縮尺 1/50 模型を用いて、突堤

表面を覆うブロックの“かたち”についてお話します。 

 

 

◎突堤の景観検討の経緯 

○突堤とは？ 
 
 

※なお、宮崎海岸では、これまでに失われた砂浜を回復・維持し、海岸背後地の人々の安全・安心を確保するために、①養浜等 の

実施、②突堤の整備、③埋設護岸の整備を行います。※本日見学する突堤は、300mの計画のうち、本年度分として30m施工した

ものです。侵食対策の計画の詳しい内容については裏面をご覧ください  
 

○突堤の景観検討の経緯 ～突堤表面を覆う「被覆材」の選び方～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・景観はお化粧じゃない 

・宮崎海岸における景観特性（「らしさ」）の把握と保全 

・何が一番、風景の「地」になり、目立たないか 

・コンクリート＝醜悪とは言えない 

できるだけコンクリートブロックを用いない材料

を検討しました 

⇒コンクリート面を隠すため自然石張り付け等の

工夫を考えていました（ブロック表面の化粧） 

 

 

 

表面 

景観面からの新たな視点 

①波浪等に対する安定性、経済性から 

比較検討 
・10種類のコンクリートブロックが適用可能と

わかりました 
・ 巨大な自然石は、多額の費用がかかるととも

に入手が困難であり、使用できないことがわ

かりました 
 

②景観面の視点 
・既設護岸と見え方が似たタイプの 2種類の

ブロックを選定しました 
・色彩と質感の観点から、コンクリートの洗い

出し※を行いました 
 

陸から海に向けて細長く伸びる堤防のことで、海岸線に沿って南北に動く砂を止めることができます。  

当初案 

表面的な対応からの 

修正・改善 

本日、現地と模型を確認しながら景観検討を行います 

現地に配置しているブロック （北面・南面で違います） 

※コンクリートが固 まる前 に表 面 を水 洗 いして、中 の砂 利 が見 える

ようにすること。年 を重ねると味わいのある色 になります。 

表面に自然石を張り付け加工したコンクリートブロックの例

宮崎海岸における景観特性（「らしさ」）の例 

漁 業  サーフィン 釣 り 

突堤設置箇所の景観構成要素 

アカウミガメの産 卵  

コアジサシの営 巣  突堤設置箇所を南から望む(平成24年2月撮影) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 回宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成 23 年 8 月）の了承を受けて決定  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 回宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成 23 年 12 月）の了承を受けて決定  

裏面 


